安定した高齢者居住に関する基本的要素








２．住宅の質


・高齢者に配慮された設備があること


・段差が少なく、バリアフリーになっていること


・断熱性が高くヒートショック対策が配慮されていること











１．多様な住まいの確保


・住み慣れた地域に多様なストックがあり、家族構成の変化、身体状況の変化、経済的な状況に応じて、適切な住まいを選択し、住み続けられること。


・住み替えが必要になった場合、住み替え先が住み慣れた地域にあること。











周辺環境





３．コミュニティ（都市計画マスタープラン）


・公共施設、福祉施設、公園など、日々利用する施設等が身近にあること。


・道路や公園など屋外空間がバリアフリー化され、自宅からの外出が容易なこと。


・公共交通の利便性が高く、移動が容易なこと。








６．住まいに関する情報の整備


・地域の住情報が整備されていること。


・居住に関する様々な課題について相談出来る窓口が、身近にあること。


・適切な住宅への住み替えを支援する仕組みが整備されていること。








安定した


高齢者居住


住み慣れた地域に、


住み続けられること





４．介護・生活支援（介護保険事業計画）


・介護や支援が必要になったときは、地域で必要なサービスを受けられること。


・在宅介護、施設介護ともに複数の選択肢があること。


・高齢期の暮らしをサポートする多様な拠点が地域にあること。





５．居住支援


・緊急連絡先が確保されていること。


・所得に関わらず、居住を確保できること。


・必要により資産を活用して暮らすことができること。








資料２









